
上記のとおり事実に相違ありません。

年 月 日

(R6.12)

災 害 状 況 報 告 書

評 価 額 評 価 額
被害前の全家財被害前の全住居

損害額

無

住居の構造 住居の建坪

・有

罹 災 概 況

損 害 程 度 明 細

損害程度

住 居 家 財

被 扶 養 者罹災組合員氏名

住居の区別

備 考被害物 損害程度 損害額 備 考 被害物

住居の構造は木造平屋、二階建等

３．
注
意

１．

２．

住居の区別は自宅、借家、職員住宅、下宿等の区別

家財は、家具類、衣類、その他に区分して損害を記入してください

合 計

４．

所属所長

家財とは住居以外の社会生活上必要な財産であり、不動産、現金、有価証券、貴金属等は含みません

合 計



※罹災前の全家財欄には、組合員・被扶養者所有の家財すべてを記入し、被害数量、被害金額欄には
被害を受けたもののみ記入してください

※罹災程度欄には、全部・一部・無を記入してください。

上記のとおり申告します。

(R6.12)

罹災
程度

家財罹災状況報告書

被害金額（円）全額（円）数量
被害
数量

罹災前の全家財

家
　
　
　
具
　
　
　
類

小計

衣
　
類

小計

日 組合員記号・番号

組合員氏名

年 月

そ
の
他

小計

－

合計



上記のとおり事実に相違ありません。

年 月 日

(R6.12)

　〇〇〇〇市長

所属所長 　□□　□□

注
意

１． 住居の区別は自宅、借家、職員住宅、下宿等の区別

２． 住居の構造は木造平屋、二階建等

３． 家財は、家具類、衣類、その他に区分して損害を記入してください

４． 家財とは住居以外の社会生活上必要な財産であり、不動産、現金、有価証券、貴金属等は含みません

2,950,000

令和 XX XX XX

合 計 10,000,000 合 計

全部

自宅 半壊 10,000,000 家財等 一部又は 2,950,000

罹 災 概 況

※適宜記入してください。

損 害 程 度 明 細

住 居 家 財

被害物 損害程度 損害額 備 考 被害物 損害程度 損害額 備 考

災 害 状 況 報 告 書

罹災組合員氏名 〇〇　〇〇 被 扶 養 者 有 ・

被害前の全住居
20,000,000

被害前の全家財
4,300,000

評 価 額 評 価 額

無

住居の区別 自宅 住居の構造 木造２階建 住居の建坪 XX.XX坪



※罹災前の全家財欄には、組合員・被扶養者所有の家財すべてを記入し、被害数量、被害金額欄には
被害を受けたもののみ記入してください

※罹災程度欄には、全部・一部・無を記入してください。

上記のとおり申告します。

-

(R6.12)

日 組合員記号・番号

組合員氏名  〇〇　〇〇

9999 99999令和 XX 年 XX 月 XX

・ ・ ・ ・ ・ ・

合計 170 4,300,000 83 2,950,000

小計 50 1,800,000 40 1,500,000

200,000

・ ・ ・ ・ ・ ・

100,000

通勤用車両 2 1,400,000 一部 1 500,000
そ
の
他

布団 5 100,000 全部 5

食器・料理道具類 30 200,000 全部 30

小計 70 500,000 28 250,000

衣
　
類

5 2,000

・ ・ ・ ・ ・ ・

70,000

衣類 50 300,000 一部 10 100,000

靴 20 100,000 一部 10

タオル類 20 10,000 一部

小計 50 2,000,000 15 1,200,000

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

他テーブル・椅子 3 150,000 無 0 0

ソファ 1 100,000 全部 1 100,000

タンス 5 100,000 一部 1 20,000

ダイニングテーブル・椅子 1 50,000 全部 1 50,000

食器棚 1 50,000 一部 1 30,000

50,000

掃除機 2 100,000 一部 1 50,000

テレビ 3 300,000 一部 1 100,000

家
　
　
　
具
　
　
　
類

冷蔵庫 1 100,000 全部 1 100,000

洗濯機 1

炊飯器 1 50,000 無 0 0

100,000 全部 1 100,000

電子レンジ 1 50,000 全部 1

家財罹災状況報告書

罹災前の全家財 数量 全額（円）
罹災
程度

被害
数量

被害金額（円）

社会生活するうえで

必要と認められる家財に

限ります。

罹災前の全家財の数量及び

全額を記入してください。

罹災前の全家財に対して被害数量及び

被害額を記入してください。


